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STOP！県立精神医療センター富谷市移転！
みやぎユーザーズアクションⅢ

“これ以上、私たちを苦しめないで！”

今年3月の＜富谷市移転協議継続＞を受けて、みやぎユーザーズアクション実行委員会では「これ
以上、私たちを苦しめないで！」と呼びかけ、6/15（土）みやぎユーザーズアクションⅢ（シンポ
ジウム）を開催し90名が参加しました。シンポジウムでは、精神科医や家族・支援者など4人がそれ
ぞれの立場で発言。
県審議会委員でもある精神科医からは、現在進められている県と仙台市との協議の議事録（2024

年6月7日）（以下、県市協議）を紹介され、名取市に分院を残す案を巡り、県側は「合理的な困ってい
ることは聞いたことはない」と主張し、反対の意見は「観念論的にとにかく移転反対、そのまま残し
てくれの一点張り」との認識を示していることに触れ、「（反対の意見が）われわれ審議会のことなら、
具体的に応えている」と反論し、過剰釈迦者と共に怒りを示し、その他、県側の主張に対して「答え
を聞きたいのは私たちだ」と訴えました。
家族からは「入院前には何カ月さらに何年にもわたって、当事者の不調を案じて、家族は眠られな

い夜を過ごします。」等、実体験に基づく心境や親亡き後の当事者の生活への心配も語られています。
支援する立場での発言では、医療と福祉の連携の重要性が語られ、精神医療ユーザーが名取市周辺

で暮らし、多くの事業所が精神医療センターと連携を図っている地域性にあって、移転または分院化
により支援体制が大きく変化することを、非常に懸念をしていることを語りました。
精神医療ユーザーからは「富谷移転における、入院患者・児童思春期患者への困難」と題して訴え、

「入院患者、通院患者家族の「やっとの思いで医療につながっている」患者の実情にそぐわない（移
転）計画。」とバッサリと言い切りました。
フロアからの発言でも、富谷市移転問題が如何に精神医療ユーザーや家族を苦しめているのかとい

う発言、＜富谷市移転よ許さない＞WEB署名の継続し協力を求める発言が続きました。
秋雨開催後には、6月15日（月）村井知事定例記者会見と同じ時間帯で県庁前アピールスタンディ

ング＜村井知事、私たちの声を聞いて＞の告知を行いながら、参加者全員で「富谷市移転反対」アピ
ール文を採択しました。

集会開催の翌週6月19日（水）には、アクションⅢ集会で採択されたアピール文や集会参加者か
らの「知事への一言」をまとめ、県へ提出しました。提出の際、共同代表から「これは参加者全員の
総意です。」と述べ、富谷市移転構想の白紙撤廃を求めました。



みやぎユーザーズアクションⅢ
集会アピール

「これ以上、私たちを苦しめないで！」
村井嘉浩宮城県知事は、自ら設定した期限を2度にわたって延長するなど、県立精神医

療センターの移転をなりふり構わず強引に進めています。村井知事と宮城県には私たちの
この痛切な願いと怒りはどれほど届いているのでしょうか。
足掛け3年にも及ぶこの問題で宮城県の医療政策に対する信頼は失墜しました。すでに

拭いきれない禍根を残し、とりわけ精神医療についての明確なビジョンがないこと、県が
県民である我々精神医療ユーザーに目を向けていないことが明らかになったからです。
私たちはよりいっそう私たちの求める医療や生活環境について発信を続け、地域ととも

に築きあげた、いまだ充分ではないが地域に根差した現在の地域包括ケアシステムを壊す
なと訴え続けなければなりません。
県立精神医療センターは名取病院時代から周辺地域住民との関係を築きながら歩み、医

療センターを中心としたコミュニティが育まれてきました。精神医療ユーザーの日常のく
らしは医療と密接不可分であり、生活圏も同様です。病院の移転は日常の破壊を意味しま
す。
富谷市に移転した場合、通院患者やデイケア利用者は継続した医療へのアクセスを奪わ

れ、入院患者は環境の変化によって病状が不安定になるなど、その悪影響ははかり知れま
せん。
日本の精神保健福祉施策は「にも包括」に代表されるように、入院中心から地域福祉へ

と向かっています。しかしながら、日本はいまだ世界一の病床数を抱えています。こうし
た状況にあって、宮城県において「病院から地域へ」という営みを永年にわたって地道に
続けてきたのが宮城県立精神医療センターと名取のコミュニティです。県立精神医療セン
ターを現地から引き抜くことは、患者、関係者を惑わせ、苦しめるのみならず、生活する
すべを失わせます。県民の暮らしと健康の維持・向上を担うべき村井知事・宮城県は誤り
を認め、この愚かな計画を即刻撤回すべきです。
本来ならば、私たちは移転問題だけではなく、精神医療や福祉のあり方をいかに変えて

いけるのか、そのために実施すべき施策について当事者を中心にして具体的に議論・検討
したいのです。その大前提となるのが、地域医療の中心として機能し、そのモデルとなる
べき宮城県立精神医療センターを現地で存続させることなのです。
関係者の努力と地域住民の理解、我々自身が築いてきたコミュニティ、その長い歴史を

経て形づくられてきた地域精神医療と福祉、そして我々の帰るべき住処(すみか)、それら
をまったく台無しにする県立精神医療センターの富谷移転に我々は断固反対し、宮城県知
事と県に計画の撤回を求めます。
私たち抜きに私たちのことを決めるな!
Nothing about us, without us!

2024年6月15日
参加者一同
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